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㈱
い
わ
て
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
　
代
表
取
締
役
社
長
　
秋
田 

豊
氏
、

櫻
山
神
社
宮
司
　
坂
本 

広
行
氏
が
講
演

　
令
和
６
年
１
月
26
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
に
て
、
盛
岡
法

人
会
・
青
年
部
会
・
女
性
部
会
合
同
の
新
春
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

辰
年
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ

　�

盛
岡
城
址
鎮
座　
櫻
山
神
社　
宮
司　

坂
本　
広
行�

氏

【
第
一
部
】

講師　坂本　広行 氏

　

２
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
っ
た
昨
年
に
引
き

続
き
開
催
さ
れ
た
吉
例
の
新
春
講
演
会
。
今

年
は
、
㈱
い
わ
て
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
代
表

取
締
役
社
長
の
秋
田
豊
氏
と
、
櫻
山
神
社
宮

司
の
坂
本
広
行
氏
に
よ
る
２
講
演
が
行
わ
れ

た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
に
は
佐
藤
重
昭
副
会
長
が
登

壇
し
、
新
年
早
々
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震

と
羽
田
空
港
で
の
衝
突
事
故
に
触
れ
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
や
被
害
に
あ
っ
た
皆
さ
ん
に

お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
の
際
に
全
国
の
法
人
会
か
ら
多
く

の
支
援
を
受
け
た
こ
と
に
も
言
及
し
、
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
能
登
半
島
地
震
の
義
援
金

へ
の
協
力
も
呼
び
か
け
た
。

　

今
年
は
、
講
演
の
第
一
部
と
第
二
部
の
間

に
、
女
性
部
会
が
主
催
し
た
「
令
和
５
年
度　

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
も
実
施
。
盛
岡
地
区
の
入
賞
者
13
名

（
う
ち
２
名
が
欠
席
）
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ

た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
新
年
交

賀
会
も
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か

会
員
が
交
流
を
深
め
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
第
二
部
に
ご
登
場
い
た
だ

く
坂
本
氏
だ
が
、
こ
の
日
は
ど
ん
と
祭
の
合

間
を
縫
っ
て
の
ご
出
演
と
い
う
こ
と
で
第
一

部
に
登
壇
。「
辰
年
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ

れ
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

２
０
２
４
年
の
干
支
（
十
干
と
十
二
支
の

組
み
合
わ
せ
）は「
甲
辰（
き
の
え・た
つ
）」。

硬
い
殻
を
破
る
よ
う
な
勢
い
が
あ
り
、
新
た

な
物
事
が
始
ま
る
動
き
を
感
じ
さ
せ
る
年
と

新
春
講
演
会

な
り
、
歴
史
的
な
転
換
や
予
兆
を
感
じ
さ
せ

る
一
年
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
過

去
の
辰
年
を
振
り
返
る
と
、
大
谷
翔
平
選
手

の
日
ハ
ム
入
団
（
平
成
24
年
）、
青
函
ト
ン

ネ
ル
開
業
（
昭
和
63
年
）、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事

件
（
昭
和
51
年
）、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
昭
和
39
年
）
な
ど
、「
時
代
が
動
い
て
い
く

気
配
を
感
じ
る
干
支
で
は
な
い
か
」。

　

辰
は
中
国
で
「
龍
」
に
振
り
分
け
ら
れ
日

本
に
伝
来
。
古
代
か
ら
も
と
も
と
あ
っ
た
水

神
や
蛇
神
に
対
す
る
信
仰
と
融
合
し
な
が

ら
、や
が
て
水
や
雨
、天
候
を
掌
握
す
る「
龍

神
」
と
し
て
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
っ
た

と
坂
本
氏
は
話
す
。
龍
神
は
、
水
の
神
、
五

穀
豊
穣
の
神
、
豊
漁
の
神
と
し
て
民
間
信
仰

の
対
象
に
も
な
り
、
社
名
に
「
龍
（
竜
）」

が
つ
く
神
社
は
全
国
に
２
０
０
社
以
上
あ
る

と
い
う
。
盛
岡
で
は
昔
、
清
ら
か
な
水
が
湧
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一
流
の
思
考
力

�

㈱
い
わ
て
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ　
代
表
取
締
役
社
長　

秋
田　
　
豊�
氏

【
第
二
部
】

　

第
二
部
に
は
、
い
わ
て
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ

ブ
の
秋
田
豊
氏
が
登
壇
。
秋
田
氏
は
、
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
な
ど
世

界
に
通
用
す
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
と
し
て
鹿

島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
、
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ

イ
ト
な
ど
で
活
躍
。
そ
の
後
、
京
都
サ
ン
ガ

Ｆ
Ｃ
、
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
の
監
督
を
経

て
、
２
０
２
０
年
よ
り
グ
ル
ー
ジ
ャ
盛
岡
の

監
督
に
就
任
。
グ
ル
ー
ジ
ャ
を
初
の
Ｊ
２
昇

講師　秋田　豊 氏

格
に
導
い
た
後
、
２
０
２
２
年
よ
り
オ
ー

ナ
ー
兼
社
長
を
務
め
て
い
る
。

　

演
題
は
「
一
流
の
思
考
力
」。
自
身
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
秋
田

氏
が
ど
ん
な
夢
や
目
標
を
持
ち
な
が
ら
生
き

て
き
た
の
か
を
軽
妙
な
口
調
で
語
っ
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
の
サ
ッ
カ
ー
エ
リ
ー
ト
か
と

思
い
き
や
、
秋
田
氏
の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会

い
は
兄
が
し
て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。
そ
の

影
響
で
野
球
が
大
好
き
な
少
年
だ
っ
た
。
小

学
２
年
の
と
き
、
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
顧
問

の
先
生
に
誘
わ
れ
て
サ
ッ
カ
ー
部
へ
。「
子

ど
も
の
頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い
。
サ
ッ
カ
ー
も

だ
ん
だ
ん
と
う
ま
く
な
っ
て
い
っ
た
」
と
い

う
。
中
学
で
は
い
っ
た
ん
野
球
に
入
部
し
た

も
の
の
、
ま
た
も
コ
ー
チ
に
誘
わ
れ
サ
ッ

カ
ー
部
へ
。
高
校
で
は
県
内
ト
ッ
プ
の
サ
ッ

カ
ー
部
を
有
す
る
高
校
を
希
望
し
た
が
か
な

わ
ず
、
２
番
目
に
強
い
高
校
の
監
督
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
愛
知
高
校
へ
。「
人
と
の
出
会

い
で
今
こ
こ
に
立
っ
て
い
る
」
と
話
し
、

「
人
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
最
初
か
ら

拒
否
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
受
け
入
れ

て
み
る
こ
と
も
大
切
」
と
言
葉
を
重
ね
た
。

　

「
サ
ッ
カ
ー
で
食
べ
て
い
く
こ
と
」
を
決

意
し
た
高
校
時
代
に
は
、
誰
に
も
な
い
武
器

が
必
要
だ
と
考
え
、
ヘ
デ
ィ
ン
グ
を
自
分
の

強
み
に
し
よ
う
と
猛
練
習
を
重
ね
た
と
い

う
。「
だ
か
ら
髪
が
薄
く
な
っ
た
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
薄
く
な
っ
た
の
は
ま
ゆ
げ
」
と
の

く
と
こ
ろ
を
「
す
ず
」
と
呼
び
、
そ
こ
に
は

龍
に
見
立
て
た
縄
を
張
る
風
習
も
あ
っ
た
。

　

辰
年
生
ま
れ
の
人
の
性
格
は
、「
気
位
が

高
く
勝
気
の
た
め
困
難
事
に
よ
く
耐
え
る

が
、
猪
突
猛
進
し
て
失
敗
を
招
く
こ
と
も
あ

る
。
著
し
く
変
化
の
あ
る
運
命
。
人
の
長
と

な
る
特
質
が
あ
り
、
精
進
す
る
と
元
来
の
強

い
運
勢
も
後
押
し
し
、
晩
年
に
良
運
を
獲
得

し
て
他
人
の
う
ら
や
む
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
解
説
。

　

講
演
後
に
は
、
工
藤
隆
一
副
会
長
が
壇
上

に
上
が
り
、
供
え
ら
れ
た
祭
壇
に
向
い
、
参

加
者
と
と
も
に
二
礼
二
拍
手
一
礼
で
参
拝
を

行
っ
た
。

言
葉
に
会
場
か
ら
は
笑
い
が
起
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
秋
田
氏
は
「
３

つ
の
思
考
が
大
切
」
と
語
る
。

　

そ
の
一
つ
目
が
「
将
来
の
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
」。
１
カ
月
後
、
半
年
後
、
１
年
後
、
３

年
後
…
と
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と

で
、
今
、
自
分
の
す
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な

る
と
話
す
。
２
つ
目
は
「
発
想
の
転
換
」。

１
９
９
８
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
韓
国
戦
で

の
惜
敗
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
失
敗
を
引

き
ず
ら
ず
、
こ
こ
か
ら
何
を
す
る
こ
と
が
大

切
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
」
結
果
、
次
の

試
合
で
は
２
点
を
あ
げ
大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
ば

れ
た
。
そ
し
て
３
つ
目
が
「
責
任
感
」。
自

分
勝
手
に
し
て
い
て
は
う
ま
く
い
か
な
い
、

チ
ー
ム
と
し
て
の
タ
ス
ク
を
果
た
し
た
上
で

自
分
の
良
さ
を
出
す
こ
と
が
必
要
性
だ
と
ま

と
め
た
。

　

経
営
者
と
い
う
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
踏

み
出
し
た
秋
田
氏
。
今
後
の
活
躍
へ
の
期
待

が
よ
り
膨
ら
む
講
演
会
と
な
っ
た
。
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令和5年度「税に関する絵はがきコンクール」表彰式
女性部会
主催

　

１
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
「
新
春
講
演
会
」
に
合
わ

せ
、
来
賓
の
工
藤
隆
一
副
会
長
、
盛
岡
税
務
署
長
の
新
井

場
敏
勝
氏
列
席
の
も
と
、「
令
和
５
年
度　

税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
当
会
が
小
学
６
年
生
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
税
金
出
前
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
絵
は
が
き

に
書
い
て
応
募
い
た
だ
く
も
の
で
、
令
和
５
年
度
は
県
内

か
ら
１
９
５
２
作
品
（
う
ち
盛
岡
地
区
か
ら
２
９
４
作

品
）
の
応
募
が
あ
っ
た
。　

　

主
催
者
で
あ
る
池
野
環
女
性
部
会
長
は
、「
税
に
対
す

る
自
分
の
考
え
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
絵
は
が
き
と
い
う
小

さ
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
個
性
豊
か
に
表
現
し
て
く
れ
た
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
く
表
彰
式
で
は
、
盛
岡
地
区
の
入
賞
者
13

名
（
う
ち
２
名
欠
席
）
一
人
ひ
と
り
に
、
壇
上
で
表
彰
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
、
東
北
六
県
法
人
会
連
合
会
優
秀

賞
・
盛
岡
法
人
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
盛
岡
市
立
厨
川
小

学
校
６
年
の
柏
田
幸
梓
さ
ん
が
「
税
金
が
私
た
ち
の
命
を

守
る
た
め
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
税
金
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
」
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
と
、

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

【入賞者（盛岡地区関係）】
入　賞　区　分 氏　名 学　校　名

東北六県法人会連合会優秀賞・盛岡法人会会長賞 柏田　幸梓 盛岡市立厨川小学校
盛岡法人会女性部会長賞 金　　愛美 盛岡市立河北小学校
盛岡税務署長賞 佐々木愛莉 盛岡市立太田小学校
学校奨励賞 笹森　優芽 盛岡市立仙北小学校
学校奨励賞 飯塚　　紅 盛岡市立桜城小学校
入選 佐々木　妃 盛岡市立桜城小学校
入選 大坪　瑞穂 盛岡市立大慈寺小学校
入選 永瀬　瑛侍 盛岡市立仙北小学校
入選 伊藤あかり 盛岡市立仙北小学校
入選 菅原　光翔 盛岡市立仙北小学校
入選 野川　莉李 盛岡市立仙北小学校
入選 櫻　　礼唯 滝沢市立一本木小学校
入選　 角田　香子 盛岡市立桜城小学校

主催者あいさつ

女性部会長　池野　環

受賞者代表あいさつ

厨川小学校　柏田幸梓さん

入賞作品は盛岡法
人会ホームページ
に掲載しています。
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盛岡税務署からのお知らせ

　
昨
今
、
日
本
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
後

進
国
を
脱
却
す
る
た
め
、
老
若
男
女
問
わ

ず
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
お
り

ま
す
。
以
前
か
ら
、
企
業
の
規
模
に
も
依

り
ま
す
が
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
た
事

は
間
違
い
な
い
事
実
で
す
。

　
当
社
と
し
て
も
税
務
署
へ
の
申
告
は
申

告
と
し
て
、
納
税
に
関
し
て
は
代
表
者
の

捺
印
が
必
要
で
あ
り
、
当
然
、
銀
行
に
持

参
し
て
の
納
付
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

い
つ
の
頃
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
当
社
に
税
務
署
の
担
当
者
が
来
店
し

電
子
申
告
と
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
説
明
を

さ
れ
、
是
非
、
利
用
を
お
願
い
し
た
い
と

の
お
話
し
が
あ
り
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
進
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
記

憶
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
も
何
度
か
来
店
さ
れ
説
明
を
受

け
、
改
め
て
当
社
と
し
て
検
討
さ
せ
て
頂

き
利
用
す
る
事
と
致
し
ま
し
た
。
手
始
め

と
し
て
、
金
額
が
少
額
な
印
紙
税
の
納
付

か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
始
め
ま
し
た

が
、
最
初
は
不
慣
れ
な
た
め
申
告
と
納
税

に
は
手
間
取
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後
は
、
徐
々
に
慣
れ
便
利
さ
を

実
感
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
少
の
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
税

務
署
や
銀
行
へ
行
く
手
間
と
待
っ
て
い
る

時
間
が
省
け
、
業
務
の
中
断
時
間
を
減
ら

す
事
が
出
来
た
こ
と
は
、
幾
ら
か
で
も
成

果
が
あ
っ
た
と
感
じ
、
そ
の
後
は
消
費
税

や
法
人
税
な
ど
の
納
付
は
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
を
利
用
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

と
考
え
る
と
、
第
一
に
税
務
署
や
金
融
機

関
に
出
向
く
こ
と
な
く
自
宅
や
会
社
か
ら

納
付
が
可
能
な
こ
と
。
第
二
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
契
約
が
不
要
な
こ

と
。
第
三
に
即
時
又
は
期
日
指
定
や
期
日

変
更
な
ど
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
が
可
能

な
こ
と
、
特
に
第
三
の
納
付
期
日
の
対
応

は
使
い
勝
手
が
良
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
会
社
ご
と
に
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
の
感
じ

方
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
十
月
か
ら
始

ま
っ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
そ
の
後
の
電

子
帳
簿
保
存
制
度
に
携
わ
る
事
務
処
理
を

考
え
る
と
、
多
少
な
り
と
も
時
間
の
ロ
ス

を
軽
減
す
る
手
立
て
に
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

は
大
い
に
役
立
つ
と
今
更
乍
ら
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
大
手
企
業
に
分
類
さ
れ
る
企
業

　今号は、株式会社三田商店　
大和田雅広常務取締役から、
ダイレクト納付を利用された
感想についてご寄稿いただき
ましたので御紹介します。法
人会会員の皆様におかれまし
ても、是非、ダイレクト納付
のご利用をお願いします。

は
、
電
子
申
告
は
義
務
化
と
な
り
ま
し
た

し
、
今
後
も
人
手
不
足
に
よ
り
事
務
の
効

率
化
が
さ
ら
に
進
み
、
何
れ
大
企
業
と
同

様
に
中
小
企
業
も
電
子
申
告
の
義
務
化
が

求
め
ら
れ
る
時
期
が
来
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
当
然
、
納
税
も
納
付
書
だ
け
で
な

く
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
様
な
点
を
踏
ま
え
る
と
、
税
理
士

さ
ん
を
雇
っ
て
い
る
場
合
は
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
に
よ
る
納
税
手
続
き
を
お
願
い
す
る

と
か
、
税
理
士
さ
ん
を
雇
っ
て
い
な
い
場

合
は
、
税
務
署
の
担
当
者
よ
り
詳
し
い
説

明
を
受
け
、
自
ら
金
額
の
多
く
な
い
納
税

か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
便
利
さ
を
知
る
と
か
、
そ
ろ
そ
ろ
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
時
期
が
迫
っ
て
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
に
お
い
て
も
次
の
世
代
を
担
う
者

が
電
子
申
告
や
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
体
験

し
、
今
で
は
手
放
せ
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
多
少
の
時
間
で
も
余
裕
が
で

る
事
は
他
の
業
務
に
時
間
を
割
り
当
て
る

事
が
で
き
た
り
、
又
、
些
細
な
取
組
が
業

務
全
体
の
見
直
し
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ

り
、
多
少
な
り
と
も
社
員
の
勤
務
時
間
の

使
い
方
に
対
す
る
意
識
を
変
え
る
事
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
状
で
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
利
用

率
が
ま
だ
ま
だ
低
迷
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
今
後
を
見
据
え
、
是
非
、
各
企
業
様

に
於
か
れ
ま
し
て
も
無
理
、
無
駄
と
は
考

え
ず
業
務
の
効
率
化
に
繋
げ
る
一
歩
と
し

て
、
電
子
申
告
に
加
え
て
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
を
利
用
し
て
便
利
さ
を
実
感
さ
れ
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
つ
い
て

株
式
会
社
三
田
商
店
　
大
和
田
　
雅
広 

常
務
取
締
役

株式会社三田商店
常務取締役
大和田　雅広
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当
社
は
、
明
治
25
年
（
1
8
9
2
年
）
春 

5
月
紫
波
町
日
詰
石
田
（
当
時
寺
小
路
）
に

お
い
て
初
代
「
佐
々
木
孫
太
」
が
土
建
業
と

し
て
土
木
、
建
築
を
創
業
し
て
今
年
で

1
3
2
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

れ
ま
し
た
。
3
代
目
「
孫
吉
」
は
昭
和
18
年
12

月
召
集
、
中
国
東
北
地
方
（
旧
満
州
）
で
終
戦

を
迎
え
ま
す
が
3
年
間
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
、
昭

和
23
年
に
復
員
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
孫
吉
」
は
平
成
5
年
12
月
14
日
ま
で
、

そ
し
て
4
代
目
「
孫
一
」
へ
と
受
け
継
が
れ
ま

す
。
4
代
目
「
孫
一
」
は
平
成
19
年
3
月
31
日

ま
で
社
長
を
務
め
ま
し
た
。
5
代
目
「
盛
雄
」

は
4
代
目
「
孫
一
」
の
実
弟
に
あ
た
り
、
平
成

19
年
4
月
1
日
よ
り
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で

社
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

佐
々
木
家
は
、
代
々
に
わ
た
り
家
督
の
名
前

に
「
孫
」
の
字
を
襲
名
し
て
お
り
、
4
代
目

「
孫
一
」
で
15
代
を
数
え
て
お
り
、
そ
れ
故
に

「
佐
々
孫
」
と
い
う
屋
号
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
、
4
代
目
「
孫
一
」
の
長

子
で
あ
る
「
吉
彦
」
が
令
和
6
年
4
月
1
日
よ

り
佐
々
木
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
に

就
任
し
、
家
業
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
（
旧
建
設
省
）
は
敗
戦
後
の
昭

和
21
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
荒
廃
し
た
国

土
の
復
旧
、
復
興
を
目
指
し
ま
し
た
。
後
に
日

本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

へ
と
様
相
は
変
化
を
遂
げ
て
い
く
の
で
す
。
因

み
に
建
設
業
法
は
昭
和
22
年
に
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
戦
前
は
土
木
工
事
の
中
心
は
河
川
整
備

「
地
域
と
の
連
携
と
調
和
」
を
目
指
す

佐
々
木
建
設　
株
式
会
社　
代
表
取
締
役
会
長
　
佐
々
木
　
盛
雄

が
遅
れ
て
い
た
治
水
事
業
、
橋
梁
事
業
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
戦

後
の
工
事
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
に
な
り

現
代
に
お
い
て
は
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く

イ
ン
フ
ラ
は
建
設
業
界
の
成
果
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近

年
に
お
い
て
地
震
、
大
雨
に
よ
る
災
害
、
そ
し

て
大
雪
に
よ
る
県
、
市
、
町
道
に
お
け
る
生
活

路
の
確
保
と
い
う
除
雪
の
使
命
も
昼
夜
を
問
わ

ず
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
認
知
さ
れ
続

け
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
励
ん
で
い
ま
す
。
私

は
代
々
受
け
継
が
れ
る
経
営
理
念
で
あ
る
「
地

域
と
の
連
携
と
調
和
」
の
も
と
確
実
な
技
術
に

基
づ
き
お
客
様
の
満
足
す
る
製
品
を
提
供
す
る

こ
と
、
お
客
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
社
員

全
員
の
意
識
の
高
揚
と
組
織
的
に
統
一
し
た
活

動
の
実
践
を
目
指
し
続
け
ま
す
。
ま
た
、
環
境

に
十
分
配
慮
し
た
環
境
負
荷
の
少
な
い
省
エ
ネ

設
計
、
施
工
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
、
循
環
型

社
会
の
形
成
、
廃
棄
物
の
有
効
利
用
の
適
正
化

の
推
進
、
環
境
保
全
・
美
化
、
汚
染
防
止
に
係

る
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
画
し
、
地
域
社
会

と
の
共
生
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
が
、
次
世
代
に
繋
ぐ
道
し
る
べ
で

あ
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
す
。
何
事
に
も
永
遠

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
祖

先
が
そ
う
生
き
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の

後
継
者
も
責
任
を
果
た
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

岩
手
県
内
に
は
私
ど
も
よ
り
古
く
か
ら
建
設
業

に
携
わ
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
企
業
様
も

何
か
し
ら
、
そ
ん
な
こ
だ
わ
り
を
お
持
ち
の
よ

う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

老
舗
訪
問
vol.

10

2012 年竣工　オガールプラザ

2009 年竣工　一般国道 10６ 号簗川地区他道路舗装補修工事

紫波町立紫波第二中学校グラウンド整備工事

代表取締役会長
佐々木　盛雄

　

昭
和
28
年
8
月
4
日
岩
手

県
知
事
登
録
、
昭
和
44
年
4

月
30
日
佐
々
木
建
設
有
限
会

社
と
し
て
法
人
登
記
し
、
昭

和
54
年
6
月
9
日
に
佐
々
木

建
設
株
式
会
社
に
変
更
を
行

い
ま
し
た
。

　

初
代
「
孫
太
」
は
明
治
25

年
5
月
よ
り
昭
和
3
年
4
月

4
日
ま
で
在
任
、
2
代
目

「
孫
次
郎
」
は
昭
和
3
年
4

月
5
日
よ
り
稼
業
を
引
き
継

ぎ
、
昭
和
44
年
4
月
30
日
に

3
代
目
「
孫
吉
」
に
承
継
さ
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公 益 事 業

支 部 事 業

決算説明会
開催日：令和 6年 3月 6日
講　師：�大友　邦之�氏
　　　　（盛岡税務署　上席国税調査官）
参加者：16 名

矢巾支部
ビジネス連携交流会

開催日：令和 5年 12 月 22 日
講　師：松田�満�氏（北日本製袋（株））
場　所：矢巾町商工会館　　参加者：13 名

雫石支部
新春記念講演会

開催日：令和 6年 1月 12 日
講　師：天津�木村�氏（いわて応援芸人）
場　所：雫石町中央公民館　　参加者：90 名

都南支部
新春講演会

開催日：令和 6年 2月 1日
講　師：�山下�欽也�氏（岩泉ホールディングス（株））
場　所：ホテルメトロポリタン盛岡ＮＷ　　参加者：81 名

西根・安代支部
経済講演会

開催日：令和 6年 2月 4日
講　師：菊池�伸�氏（東川町長）
場　所：新安比温泉静流閣　　参加者：91 名

新設法人説明会
開催日：令和 6年 3月 8日
講　師：大友　邦之�氏
　　　　（盛岡税務署　上席国税調査官）
参加者：12 名

IT セミナー
開催日：令和 6年 1月 29 日
講　師：�藤原　敬行�氏（ナレッジフォー

ス・パートナーズ）
演　題：経理業務効率化セミナー
参加者：20 名

IT セミナー
開催日：令和 6年 2月 9日
講　師：�大谷　更生�氏（大谷更生総合

研究所合同会社）
演　題：�生産性向上のためのパソコン整理術
参加者：14 名

確定申告書の見方・書き方講座
開催日：令和 6年 2月 16 日
講　師：�大友　邦之�氏
　　　　（盛岡税務署　上席国税調査官）
参加者：15 名

消費税申告実務対応セミナー
開催日：令和 6年 3月 12 日
講　師：�川井　隆史　氏（かわい公認会

計士・税理士事務所所長）
参加者：37 名
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経理担当者向け

中堅社員向け

中堅社員向け

経営者・幹部社員向け

【年会費口座振替サービス利用のお願い】
　このたび盛岡法人会では、会員皆様の利便性の向上を図るために年会費口座振替サービスを導入する
ことと致しました。令和 6年度の口座振替日は 5月 27日です。お手続きがお済でない会員の皆様は、
ぜひご利用下さいますようお願い申し上げます。
　口座振替をご希望の方は、事務局（TEL:019-654-4955）までお問い合わせください。

※会　場：いずれも岩手県法人会館
（盛岡市盛岡駅西通 1－3－3）

※定　員：各講座先着 40 名
※受講料：無料

4月・5月・6月期決算の法人を
中心としたセミナー　決算説明会
令和6年5月17日（金）　13：30~15：30
講師：盛岡税務署職員

セミナーのご案内

電子帳簿保存法改正のポイント
令和6年5月21日（火）　14：00~16：30
講師：池田　有美　氏
行政書士事務所　ＵＭＣサポート
特定行政書士

講座内容
・電子帳簿保存法とは
・インボイス制度のおさ
　らいと今話題の所得税
　定額減税とは
・気をつけたい関係法令概要
・進む企業の電子化と電子契約
・電子契約書とは　メリットデメリット
・電子署名と電子証明書　等

行動が早い人になるための段取り術
令和6年7月5日（金）　13：30~16：30
講師：長谷川　孝幸　氏
風土刷新コンサルタント
オフィス　ハセガワ　主宰

講座内容
1. 段取りとは何か
2. ムリ・ムダ・ムラの排除
3. 標準作業時間
4. 段取りと時間の改良に必要なもの
　本講座では要領よく、無駄のない仕事をする
ための段取り術を身につけて、仕事に追われる
状況から追いかける状況へと転換を図れるよう
に指導いたします。

問題解決思考法
令和6年5月29日（水）　13：30~16：30
講師：大谷　更生　氏
大谷更生総合研究所合同会社　
代表社員

講座内容
1. 問題とは
2. 問題解決に必要な姿勢
3. 今すぐ使える問題解決
　のコツ
　目まぐるしく変化する経営環境の中で、一つ
上の業績向上を実現するには、社員一人一人の
資質向上が不可欠です。本講座では、問題解決
に向けて迅速に行動できる社員を育成できます。

お店・会社を守るためのビジネスコンプライアンス
令和6年7月17日（水）　14：00~16：00
講師：蔵中　一浩　氏
横浜リンケージ社労士事務所
代表

講座内容
1. コンプライアンスとは何か
2. 最近の有名事件の数々
3. 個人と組織の不祥事
4. 不祥事の顛末と制裁
5. 不祥事が起こる原因
6. コンプライアンスへの体制作り
7. コミュニケーションとコンプライアンス

※老舗訪問につきましては、次号よりしばらくお休みさせていただきます。


